
＜回答者の概況＞
年代内訳 人数
30代以下 2
40代～ 0
50代～ 0
６０代～ 6
70代以上 2
未回答 0
計 10

【訪問歯科診療について】

【質問１】訪問歯科診療を実施していますか

実施している 6
実施していない 4

未回答 0

【質問５】訪問歯科診療を推進するために必要と考える事項があればご記入ください。

専門質問（歯科医師）の結果

自由記載
やはり、外来診療と並行して行う為時間の調節が大変です。

30代以下

20% 40代～

0%

50代～

0%６０代～

60%

70代以上

20%

年代内訳（歯科）

実施して

いる

60%

実施して

いない

40%

【質問1】 訪問歯科診療の実施の有無

＜分析＞

在宅診療を実施する上で大変なことに「本人や家族との意思疎通・対応」が多く上がっている。介護サービスを

受けている場合は、CM等と連携することで、解消できる部分もあると考えられる。

機材器具の調

達・準備が困難

訪問時間の確

保
スタッフの確保

本人や家族と

の意思疎通・対

応

ＣＭなど他職種

との連携

医療機関との

連携

医師自身の体

力・体調

認知症につい

ての知識や医

療技術を習得

すること

介護保険制度

に係る知識を習

得すること

回答数 1 2 2 5 2 1 2 0 1

0
1
2
3
4
5
6

【質問2】訪問歯科診療をするうえで大変と思うこと（最大３つ）

訪問できる歯科

医師や衛生士の

確保

機材や器具の貸

出等の支援

訪問歯科診療の

経験豊富な歯科

医師との相談・支

援体制の構築

訪問歯科診療の

普及啓発および

利用促進

他職種との情報

共有や顔の見え

る場の設定

連携に関するガ

イドライン作り

市民に対する医

療制度や在宅歯

科診療の普及・

啓発事業

医療機関との連

携

回答数 2 1 1 3 3 1 1 2

0
1
2
3
4

【質問3】在宅歯科診療のバックアップに必要な取り組み（最大３つ）

スタッフが不足

している

患者家族から

の希望がない

採算がとれそう

にない

必要性を感じな

い

訪問時間を確

保できない

機材や器具の

準備が困難

他のサービスと

の連携が困難

実施する為のノ

ウハウが不十

分

医師自身の体

力面から対応

が難しい

回答数 2 2 0 0 2 0 0 1 0

0

1

2

3

【質問4】訪問歯科診療をしていない理由（最大３つ）


